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東海大学オフィシャルサイト抜粋 

湘南キャンパスで 

2021年度秋学期学位授与式を挙行しました 

湘南キャンパスで3月24、25日に、2021年度秋学期学位授与式を挙行しました。

今回の式典では、手指の消毒やマスク着用、出席者の間隔を空けるなど十分な新

型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、24日午前に大学院博士課程、午後に

同修士課程、25日は3部制で各学部、医療技術短期大学、別科日本語研修課程の

学生が参列。湘南、高輪、伊勢原の各キャンパスにある大学院から博士学位取得

者30名（課程博士22名、論文博士8名）、修士学位取得者329名が修了し、学

部から約4400名が卒業を迎えるとともに、別科日本語研修課程の修了生2名に

修了証を授与。25日第１部では医療技術短期大学の学位授与式も併せて執り行

い、87名に短期大学士の学位を授与しました。 

24日の大学院生を対象とした式は２号館大ホールで実施。午前・午後とも山田清

志学長から学位記を、各研究科長からメダルを授与しました。25日は総合体育館

を会場に行い、各学部の総代に山田学長が学位記を手渡し、総長賞受賞者の代表

に髙野二郎副総長から表彰状が、各学部長から記念品が授与されました。両日と

もに式辞では山田学長が英語でスピーチ。「SDGsに掲げられている地球的課題、

新型コロナを含む世界の医療問題に加え、今、世界が激しく抗議をしているウク

ライナ情勢は、グローバルな視野による解決を必要とする重大な課題です。我々

がこれらの問題を解決するためには、国境をこえ、世界中の人々と手を取り合っ

て立ち向かう必要があります。皆さんにはぜひ東海大学で培った知識や技術を活

用し、地球市民、世界連帯の一員としてこれからの人生を歩んでいただきたい」

と語りかけました。最後に、ジョン・レノンの『イマジン』の一節を紹介し、「こ

の曲を通して平和の大切さを感じてください。まさに『Think Ahead, Act for 

Humanity』です。皆さんの希望に満ちた世界への門出を心からお祝いします」と

話しました。 

祝辞では学校法人東海大学の松前義昭理事長が登壇し、大学院生には「21世紀は

科学と倫理の葛藤の時代と言われており、まさしく今の世界情勢はその真っただ

中にあると思います。新しい文明をよりよい方向に進めるために、人文科学の分

野が非常に大きな役割を担っていくと考えています。今後、皆さんが新しい文明

の道を切り開くために、活力を生み出す指導者や研究者、知識人としてさまざま

な社会的地位で活躍されることを期待しています」との言葉を送りました。学部

生には、学園の創立者・松前重義が教育の指針として掲げた「若き日に」から始

まる「汝の思想を培え」「汝の体躯を養え」「汝の智能を磨け」「汝の希望を星に

つなげ」の４つの言葉を紹介し、「この言葉には人生を前向きな姿勢で歩んでほ

しいという創立者の思いが込められています」と説明。さらに「東海大学で養っ

た“集い力”“挑み力”“成し遂げ力”“自ら考える力”を発揮し、明確な人生設

計を描くとともに人生の目的を定めてください。その目的は人生の青春が続く限

り、なくなりません。後悔のない人生を歩むためにも積極的に挑んでください」

と語りかけました。 

式に参列した大学院医学研究科博士課程の榊原夢太郎さんは、「付属浦安高校中

等部から6年間、学園オリンピックの知財部門に参加しました。アイデア出しや

ディスカッションを経験したことで、大学進学後も物怖じせず、知らない分野に

も積極的に踏み込み、医学と工学など分野を横断した研究に取り組むことができ

ました」とコメント。2018年度に設置された健康学部健康マネジメント学科から

は１期生187名が卒業を迎え、峰なつみさんは、「コロナ禍でキャンパス内に入

れない時期もあり、あっという間の4年間でした。 

対面での卒業式が開催できるのか不安もありましたが、久しぶりに友人と会うこ

とができ、さまざまな学部学科の学生でにぎわっていて、最後にいい意味でコロ 
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東海カード提携協力店募集のお知らせ 
 

東海カードでご利用頂ける独自の協力店は、会員の皆様のご協力により全

国の店舗・施設でご利用いただけます。 

 東海カードをより価値あるものにするために、引き続き皆様に協力店の募

集をお願いしております。詳細は同窓会事務局までご連絡をお願いします。 

 

東海大学ネットをご活用ください 
 

・MicrosoftOffice365システムによる生涯メールアドレスの利用 

（tokai-u.jpのドメイン）詳細は以下URLをご覧ください。 

http://www.kouyu.tokai.ac.jp/dousoukai/service/net.html 

 
インターネットホームページについて 
URL： https://www.kouyu.tokai.ac.jp/ (校友会) 

https://www.kouyu.tokai.ac.jp/kouenkai/（後援会) 
https://www.kouyu.tokai.ac.jp/dousoukai/（同窓会） 

 
 校友会・後援会・同窓会ではホームページを開設しております。会員の皆

様からの情報をもとに内容を充実させていきたいと考えておりますので、ご

意見・ご希望をお寄せ下さい。事務局までお気軽にお願いいたします。 

 

東海大学校友会（校友会・白鷗会・同窓会）事務局 

     学校法人東海大学学園事務センター（学園校友ユニット） 

     〒151-8677 渋谷区富ヶ谷 2-10-2 TEL 03-3467-2211（代表） 

E-mail koyukai@tokai.ac.jp 

 
東海大学キャンパスサポートオフィス（後援会担当） 
     〒259-1252 平塚市北金目4-1-1 TEL 0463-58-1211（代表） 

E-Mail koyu@tsc.u-tokai.ac.jp 

ナを忘れることができた最高の思い出になりました」と話しました。 

25日の式場には教養学部芸術学科デザイン学課程の学生有志が担当した看板を

飾りました。また、コロナ禍で授業や課外活動など、さまざまな制限を受けた

日々を過ごした学生たちの「記憶」と「記録」に残るようにと、フォトスポッ

トや屋台・縁日を設置。教養学部人間環境学科自然環境課程の池田彩華さんは、

「対面で卒業式を迎えられただけでなく、お祭りのような企画で活気があり驚

きました。コロナ禍で多くのイベントが制限されていたので、縁日はこれまで

以上に特別感がありました。このような企画を準備してくれたおかげで、晴れ

やかな気持ちで卒業を迎えられました」と語りました。 

 

JR平塚駅北口から「東海大学１号館前」を 

経由する直通バスの運行が始まりました 

湘南キャンパス1号館付近にこのほど、新しくバス停「東海大学1号館前」が

設置されました。4月1日にはJR平塚駅から同バス停を経由し、小田急小田原

線・東海大学前駅南口間を直行する神奈川中央交通バスの運行が始まりました。

１時限から４時限の授業にあわせて1日4便（往復8便）が実情を配慮し、利

便性に特化したルートで運行。平塚駅から30分ほどで本校舎に到着します。こ

れまで平塚駅からのバスは、東海大学1号館前バス停から南に約800ｍ離れた

南門や正門前のバス停への運行だったため、北門付近の建物へのアクセスが便

利になりました。 

運行初日の8時50分ごろ、東海大学1号館前バス停では山田清志学長や本学が

育成する4つの力を表現したイメージキャラクター「リッキー」、多数の教職員

が第1便を出迎えました。山田学長は、「念願の直通バスが走ることになり、い

ま第1便が無事に到着しました。これからたくさんの学生や皆さんに利用して

いただけることでしょう」と語りました。 


